
DATA FILE - BH系 
名 前 KYA N lIE （カイアナイD ノ藍晶石 

化学組成 川2Si05 

色 青色、緑色、灰色など 

光 沢 ガラス光沢 

しょう せき らん 

藍晶石 
れ1パi唾ITミ 

なし 
い
光
 

m
蛍

 

条 痕 白色 

勇 開 完全 

ロ 不規則 

ガラスのような光沢を持ち、 

素焼きの陶板にこすりつけ 

ると白色の条痕を示す。 

I 4-.5(幽方向】ロ爵6~ 7.5助方向〕嘗 ン度 
、一硬 

童 

珪線石、紅柱石とは、 

同じ化学組成を持つ 

多形の関係にある。 

男開面の向きによっ 

て硬度が異なるため、 

「ニ硬石」と呼ばれ 

ることもある。 

3.7 

ハンマーでたたく 

と不規則な断口が 

あらわれる。 

氏 

ミ響鳶裳遺二、一、一、 
’、・~謝寒ー’へ一，． 、 

そg．・．，、・な ぐ・‘、、 
、森、g甲心糾血こ~ 
''’「市了’'Aに三コ、、・ 
.． ・ ～ → ‘一 

高い圧力を受けてできる 

変成岩中に生成し、結晶 

片岩、片麻岩、角閃岩な 

どの中に見られる。 

偏平な柱状結晶で産した藍 

晶石。ブラジル産。 

難議 

難 

1 難護麟難 



ケイ酸塩鉱物 
~~・】業副鏡‘、一●二編押ニ轟航」 

，緑色であらわれた藍晶石の 

程秩結晶。ブラジル産。 

高圧力下で生成 

主に青色だが、ほかにも緑色や灰色などさまざまな色 

であらわれる藍晶石の結晶は、四角形の断面を持つ刀身 

状になることが多い。珪線若、社程若とは、同じ花挙組 

成を持っ多形の関係であるものの、比董はそれぞれ異 

なっており、最も低いのが紅柱石で、最も高くて級密に 

できているのが藍晶石だ。これは、生成するときに受け 

る圧力や温度の違いによるもので、3つのなかでは、藍 

晶石が最も高い圧力を受けてできた変成岩中に生成する。 

また、耐熱性も高いため、車のエンジンに使用されるス 

パークプラグなど、耐熱材の原料に広く用いられている。 
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フランスn 

スイスロ 

え ［’めけん に い は‘ し , 

愛媛県新居浜市、富 
‘申●けんくう べ し さいた’ A 

山県黒部市、埼玉県 
よし み まち 

，吉見町から小さな結 

晶が産出した。 

口シァ~ 

イタリァ ”

アメリカ 要
コネチカット州、マ

サチューセッツ州、

ニューョ ク州など

で産する。

国

‘藍晶石の刀身状結晶。スイス産。

異なる硬度

藍晶石の硬度は、傷つけようとする向きによっ

て異なるのが特徴。壁開面に沿った軸方向は、硬

度が6~7.5なので傷がつきにくいが、男開面と 

交差する直角方向では、硬度が4---5であるため 

傷がつきやすい。この性質から、「二硬石」と呼 

ばれることもある。 

トツートンカラーの藍晶石 

の宝石。ブラジル産。 


